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下線で示したように、１段目 - ２段目、３段目 - ４段目、５段目 - ６段目と母音
の一致を見る事が出来る。
　日本語はどうであろうか。
第１節　きよしこの夜　　　→‌「Ｕ」
　　　　星はひかり　　　　→‌「Ｉ」
　　　　すくいのみ子は　　→‌「Ａ」
　　　　まぶねの中に　　　→‌「Ｉ」
　　　　ねむりたもう　　　→‌（Ｏ）
　　　　いとやすく。　　　→‌「Ｕ」
　このように韻律に目を向け、母音を示してみると、それらが全く違うもので
あることが明らかである。本曲は讃美歌でもあるが、1988年まで小学校の音楽
の教科書に掲載され、近年では、中学校などで英語の歌詞を英語教育に用いる
などして、宗教曲であることを超えて親しまれているため、教育の場では、そ
の詩や音楽の持つ背景などと共に伝えていかねばならないと考える。
　讃美歌において、日本語に翻訳しようと提案されたのが、ルターが作詞、作
曲した340年ほどのちの1872年ごろと言われる。また、各派共通の讃美歌の出版
は、更に30年ほど経た1903年と言われる。その後、現在も使用されている日本
基督教団編集による「讃美歌」は、1954年からの刊行である。ルターが最初に
作詞、作曲してから実に420年余りが経っている。
　日本語は、世界で唯一、母音優勢の言語であるため、このような違いが出て
きたと考えるが、演奏者の立場から考えるならば、やはり原語で歌唱し、その
作詞者や作曲者の意図したものを背景にしっかりと理解して演奏したいと考え
る。
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５．まとめ
　以上、仏教讃歌、日本歌曲のドイツ語訳における考え方や讃美歌における日
本語訳の問題点などそれぞれに示した。
　このような考えを基にして、演奏会の開催に臨んだ。その際、少しの情報であっ
たが、写真を示しながら解説を加え、演奏した。そのことにより、下記に示す
各回での演奏会で得られた感想には共通点が見られた。このことは、観客はよ
り明確なイメージを持ちそれらを鑑賞することが可能であったと確信する。
①「初恋」において、島崎よりも石川の方が年上の恋に感じる
②‌「さくら横ちょう」では、日本的なうたいまわし（メリスマ）を使用した別
宮の曲よりも、西洋音楽的な作風の中田の曲が聴きやすかった。
③‌五七五七七などの万葉リズムが基本に無いドイツ人には、万葉リズムを用い
た詩は、言葉足らず（説明不足）に感じる。
④仏教讃歌は「太陽からの手紙」が一番印象に残る。
⑤‌「ありがとう」は言葉自体が理解できるので、その時の自分の感情を感じて
聴ける。
　仏教讃歌、日本歌曲及び讃美歌、ドイツ歌曲などをドイツで演奏し、観客は
ドイツ語の訳を手にしてさらに解説を口頭で加えることにより、どのような感
覚的違いが得られるか探る目的でドイツ語訳や日本語訳を作成し、それらを演
奏してきた。しかし、演奏会という一方的な表現場所では、観客一人ひとりの
持ち合わせる感覚は明らかにしにくい。また、それらを知り得るには、一人ひ
とりに併せたアプローチが必要であるのかもしれない。
　今後は、演奏者のみの自己満足に終始するのではなく、宗教や歴史を超えて
多角的に表現せねばならないと感じた。
　一方で、演奏者もどのような解釈を持ちその曲を演奏するか、言語的な違い
だけにとどまらず、その言語の含む歴史、文化、環境、風土をも知った上で演
奏すべきであり、それらを理解して演奏するならば、その全てではないが、観
仏教讃歌と讃美歌の比較と演奏 〜歌詞を中心に〜
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客は奏者の想いを宗教や国を超えて感ずることができると、現地の感想やその
表現空間を共にしたことでわかった。
　また、共通して聞かれた感想から、特に、前掲、感想における共通点の②及
び④からドイツも日本と同じく、より新しいもの - いわゆるアップテンポのもの
が好まれる傾向にあることを示しているのではないかと感じた。
　今回は、「仏教讃歌と讃美歌の比較と演奏」〜歌詞を中心に〜と題し、研究を
進めたが、実際には、音楽以前の言葉の成り立ちから考察していくことが重要
であったため、いわゆる仏教的音楽、キリスト教的音楽の比較にまで及んでお
らず、それらの研究を進めるにはそれぞれの専門的な情報量が不十分であるこ
とは否めない。
　しかし、本年度得られた言語に関する情報や現地での演奏を通して観客と分
かち合った空間で得られた多くは、今後の仏教讃歌の演奏を通しての国際交流
の手段となることを確信し、今後の演奏活動へと活かしたい。
註　１）‌メリスマの語源は、古代ギリシャ語で「歌」の意味があり、歌詞一音節に対して、
２つ以上の音で作曲されている部分を言う。
　　２）‌テトラコルドとは、古代ギリシャの音組織理論の基本となる単位。完全４度の枠内
に４つの音をあてはめた音列。二つの全音と一つの半音を含むのが代表的である。
日本では、1958年に小泉文夫（1927-83）が『日本伝統音楽の研究』の中で日本の音
階（民謡、都節、律、沖縄の４種類ある）に存在することを明らかにした。
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